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修±諭文要旨
帰国子女の国籍における心理的側面からみたアイデンティティの生成過程
FormationoftheNationa1istic　IdentityofRetumee　Students
　　　　　　　　from　a　Psycho1ogica1Perspective
横麻衣子（MaikoYoko）指導：根ヶ山光一教授
【問題】近年、帰国子女に関する研究が急速に増えている中
で、帰国子女のアイデンティティに関する関心が寄せられてい
る。「帰国子女」のアイデンティティに関する選考研究として、個
人はそれを内面化することによってアイデンティティを得るという
立場にたつものがある。そこでは、「帰国子女」は異なる文化の
間を移動するために、単一の文化に根ざした確固としたアイデ
ンティティを築きにくいと捉えられる。
　従来の研究は、「文化はいつ頃、どのようにして個人の内
面に摂取されるのか」を探求してきた。その人のアイデン
テイティが「日本人である」、「アメリカ人である」という
場合の、日本人／アメリカ人とは何を指しているのかが明
らかにされる必要がある。何故なら、個々の体験や、親か
ら受け継いだ価値観は帰国子女一人一人異なるため、日本
人の定義、アメリカ人の定義も異なる場合があるからだ。
　海外生活に関する帰国子女の語りは本来多様であるにも
かかわらず、研究者の間いに応じて単一化してしまう傾向
がある。つまり、アイデンティテノを単一的に、あるいは
一側面を捉えてはいるものの、多様な側面からは捉えられ
ていないということである。そのため、従来とは異なる個々
の国籍における心理的な定義を、多様な側面からとらえる
ことが重要であり、そのための新たな枠組みが求められる。
【目的】本研究では、帰国子女が複数の文化的影響下にお
いて、個々人がどのようにアイデンティティを生成しているかを
探求すべく、「国籍」という概念に着目し、物語論に基づく事例的
検討を行う。
【結果】　Tさん（事例1）　Tさんは、OO家というアイデン
ティティと、日本人としてのアイデンティティが分離している状態
にあった。ドイツ、デンマークと海外に住んでいた高校生までは、
「O○家というアイデンティティ」を隠し、「日本人としてのアイデ
ンティティ」を中心に生成していた。大学で日本に戻ってくると、
○○家ということで、周りから注目される出来事が何度もあり、
「OO家としてのアイデンティティ」を隠してはいるものの、Tさ
んの内的な部分でO○家というルーツに対する認識や、曽祖
父の存在の大きさが生成されていった。後に親族の事業に転
職をすると、叔母の父親に対しての働きかけ、○○家としての叔
母に周りの人がサポートをする姿を見て、そして筆者の祖父が
○Oに対して抱いていた思いを聞き、「○O家としてのアイデン
ティティ」を隠すのをやめる決心をする。それからは「日本人とし
てのアイデンティティ」と「○○家としてのアイデンティティ」が融
合をし、○O家としてのルーツをオープンにするようになった。
Jさん（事例2）　Jさんの場合、中学生まで通っていた日
本人学校で、ハーフであることに「inSeCure」で、自分は日
本人であるのか、イタリア人であるのかと揺れ動いていた
ものの、あまり問題視していなかった。それは、日本人学
校が「平和」な環境で、それを強く意識させられない環境
だからであった。ブリテッシュ・スクール（高校）への進
学に反対する父親を説得し、入学したときには、今まで触
れたことのない、「one　Way」しか受け入れないイギリス軍
隊社会の「Cha11enging」な世界に入っていくことで、強く
ならなければならないと実感する。そして、ドイツの大学
に進学した時には、ブリテッシュ・スクールよりも
「Extreme1y　Cha1lenging」な世界であるドイツ杜会で、言
葉の壁と、所属したことのない厳しいドイツ杜会の雰囲気
に混乱し、一度は不満になる。しかし、入学3年目以降から
はドイッ語も上達し、ドイツ人に負けない成績を修める。そ
のcha11engingな世界での経験により、自信がつき、日本
人とイタリア人のハーフであることにも、「SeCure」になる。
【考察】　J・Tは、ある決まった規定要因の選択の中で国
籍のアイデンティティを取り入れて、発達していることが
わかる。「国籍」のアイデンティティを生成するプロセスに
おいて、どの教育制度に帰属するかが重要であることがわ
かった。幼児期、児童期において家庭と学校が持っている
規定力はとても大きいく、親は子どもが所属する教育機関
（環境）を決めることで、子どものアイデンティティに取り
入れる規定要因を決定していることがわかる。その教育機
関と、家庭で与えられる国籍のイメージを子どもは取り入
れ発達していく。青年期に入ると与えられた規定要因は確
立し、自我の確立に伴って、「与えられている国籍のイメー
ジ」から「自ら選び取る国籍のイメージ」に変わっていく。ど
のような規定要因を取り入れるのかという国籍のアイデン
ティティのプロセスは、親と子どもの共同生成で作り上げ
られる。また、本研究の方法論の有効性が確認された。自
已物語法を採用することにより、旧知の個性的な背景を、
語り手である行為者内部の視点から、個人の内部における
アイデンティティのダイナミックな変容を描き出すことが
できたといえる。
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